
  

                  こっとんあっぷ   Vol.139 

 

 

                    

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

                                             

－１－ 

目次 

・「T・D・S・N（Tanpopo Daily Support News）62」       ＜２～3 ページ＞ 

～これからも 自分らしい 生活スタイルを～  

・ものとらっくまるちとらっく 

～新任職員紹介・ふぁず移転～                 ＜４ページ＞ 

・決算報告                           ＜５ページ＞ 

・後援会のご案内・ボランティアの募集・編集後記（編集部）      ＜6 ページ＞ 

こっとんはうすでの生活 

自分が出来ること 

生活に役立つこと 

頑張っています！！ 



「Ｔ・Ｄ・Ｓ・Ｎ （Tanpopo Daily Support News） 62」 

～これからも 自分らしい 生活スタイルを ～ 

 私は、昨年４月に日中活動の施設からグループホームこっとんはうす（以下：こっとんはうす）へ異動し、

勤務をしている職員です。今回は、現在入居されています４名、それぞれの生活を紹介していきたいと思いま

す。こっとんはうすは、２００１年１０月に知的障害を伴った自閉症の方々が支援を受けながらも、地域で自

分らしく暮していくことを目的として開所しました。可能な限り、自律して自分のペースで生活することを大

切に支援を行っています。 

―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・ 

I さん 

 洋服が好きな方で、どの服を着るのか、交換時期を自分で決めることに

取り組んでいます。過去にはご家族や職員が提案する形で行っており、 

希望や時期がご本人の思いと違うのか、上手く言葉で伝える事が出来ず

苛々することもありました。しかし、今は自分で決めることで納得し、安

心且つ自信を持って生活できていると思います。 

また、ご本人は、週末自宅での予定を楽しみにしており、買いたい物や

食べたいメニュー、観たいテレビ番組等をご家族に伝えています。それ

を、今まではご家族も出来るだけ本人の希望に添えられるように対応して

きました。しかし、叶えることが出来ない時もあります。そこで、最近ではご本人に叶えられない理由や都合を

伝えてみたところ、静かにご家族の話しを聞き、今では希望に添えない時でも少し我慢をすることができるよう

になりました。その様なお話を聞いていると、ご家族とご本人に折り合いがつくことが増え、良い関係性が築か

れているなと感じています。それだけではなく、母の日には父と植木鉢のお花を買いに行き、母にプレゼントす

るなど、母想いです。そのお花は、実家に飾ってあるので、こっとんはうすに居る留守中は世話ができません。

そこでお母様に「自分が留守中、ちゃんと水をあげる様に」というニュアンスの発言を、状況に合わせ、ご本人

が知っている言葉の中から伝えようとする姿があったそうです。自分の事だけではなく、相手のことやモノにも

気持ちを向けられる様になり、これも成長の証であるとご家族と微笑ましく話しをしています。 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

O さん 

 今までは、モノの位置や種類など自分で決め事を作ってしまうことが多く、

その要求に応える家族だけでなく、ご自身も苦しんでいました。２年前に、こ

っとんはうすへ入居。それを機に、今までの生活スタイルを一旦リセットしま

した。新たなこっとんはうすでの生活は、必要な最低限のモノだけを準備して

生活することで、シンプルに暮らせるようになりました。そして、決め事を上

手く活かせば、良い生活習慣の構築にも繋がります。シンプルな生活を続ける

中で、ゴミ捨てや洗濯物干し、余暇を兼ねた機械を使っての運動、配膳の手伝

いや調理の手伝い、買い物等、活動に拡がりが出てきました。２年間の月日の中で、大きな発見がありました。それ

は「食事」です。ご本人は、口内で磨り潰すようにしながら食べる傾向があり、その為か潰しにくい繊維質の食材は

苦手でした。しかし、こっとんはうすでの生活の中で、レタスをパンに挟むと、牛蒡やキノコを天ぷらにすると、食

べられることがわかりました。その他、衣替えも難しい方でしたが、徐々に受け入れも良くなりました。住む場所

や身の回りは必要なモノだけという生活環境が、ご本人を成長させており、今後の生活の拡がりも楽しみです。 
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T さん 

 こっとんはうすで１０年以上過ごされているベテランさんです。私達が生活援の

中で大事としているのはスケジュール通りに生活が出来ているかではなく、習慣と

して定着するかです。そこで…２年前に、共同生活を送る上で欠かせない 3 つの

時間、食事(食後服薬がある為)、入浴時間(浴室は一つの為)、朝の出発時間(日中

活動場へ行く為)を除き、「あとは自分で生活をしてみて下さい」と伝え、スケジュ

ールをなくしてみました。すると、それまで毎日欠かさずやっていた髭剃りをしなくなったり、時に洗濯をしな

かったり、入浴しなかったり、起床時間が遅くなったりと、生活に変化が出てきました。生活

の時間がズレても、最終的に自分で朝の出発時間に間に合わせることが出来ているので、それ

もまた生活時間の使い方なので、良いのではないかとご家族と職員とでもお話しています。 

また、趣味はカメラで写真撮影です。外出した際に交通標識等を撮影するのが好きな方です。

こっとんはうすでも、休憩時間にはテレビを観たり、保存している写真を iPad で観たりと、

自分なりの過ごし方ができる方なので、有意義な生活スタイルを見付けています。 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
☆☆☆☆☆☆☆☆ 

F さん  

非常に手先の器用な方です。言葉はほとんど出ませんが、相手が話言葉だけで伝えたこ

とを、ほぼ内容を把握し理解しています。共同生活の中では、襖の張り直しや浴槽の清掃

等を役割としてお願いしています。襖の張り直しは、正方形の和紙を貼り付けていく作業

です。器用さを活かし、空気が入らない様に等、難しさがありますが、コツコツ張り直し

を頑張っています。 

彼らの特徴として、身体の使い方やバランスの取り方が得意ではないと言われています。

しかし、ご本人の浴槽清掃の時には、浴槽の縁に片手を付き

身体を支え、バランスを取ります。浴槽内を覗き込むように腰を曲げ、前かがみな不安

定な姿勢の中、もう片方の手でスポンジを持って浴槽内の壁に押し当てながら洗うこ

とが出来ます。浴槽の四隅の湾曲した部分は手首を反しながら洗うことも出来ており、

とても身体の姿勢の取り方や手の使い方が上手い方です。 

普段は温厚な方ですが、急にスイッチが入ったかのように一直線に目的に向う、突発

的な行動もある方です。気になるものを見ると、その場に行って確認せずにはいられな

いのです。その行動に、今のところ法則性や一貫性は無いように見えます。目的をある程度達しなければ満足を得

られず、常にご家族や職員は、ご本人とお互いに妥協できる方向性を探りながら、日々話し合いながら生活を続け

ています。 

 ―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・  

日々、4 名の利用者との関りの中から向き合って理解することがあります。彼らのコミュニケーション

には特徴があり、お互いの意思疎通には支援が必要です。あらゆる角度から相手が出すサインを見抜く必

要があります。また、迅速な判断が必要な時もあり支援の難しさを感じる時もあります。常に職員間で利

用者の良い点、改善が必要な点等を話し合うことで、ご本人と職員又はご家族が、お互いに納得が出来る

ことを模索しながら生活をしています。この 1 年間で、最も感じたのは、個別のお部屋は 1 人 1 人違い、

いわば「ミニマリスト」な空間です。自分にとって本当に必要なモノだけが置いてあり、そのスッキリと

した空間は、彼らにとって過ごし易すい生活の場であり、「自分は、ここで生活している」という認識もあ

ります。こっとんはうすは、彼らにとって「第二の家」という位置づけに近い存在になっているのだと思

います。これからも、彼ららしい生活を見守っていきます。 

                 記：高橋 智子 
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  Ｎｏ．６３  

 このコーナーでは「横須賀たんぽぽの郷」最新ニュースをトピックスでお伝えしています。 

ふぁず移転 

２０２２年４月より、ふぁずは横須賀市長沢から三浦市岬陽町へ移転をしました。 

〒２３８－０２２２ 神奈川県三浦市岬陽町１０－４０ 

℡０４６－８５４－５００４ fax０４６－８５４－５００７ 

 

新任紹介  

初めまして。5 月 1 日に事務員として入職いたしました藤平麻美子（ふじひらまみこ）と申します。 

私は大学卒業後、総務・経理といった事務職に携わってまいりました。 

一時期は二人の子供の子育てを優先に仕事をセーブしておりましたが、子供たちが成長してきた今

は、心豊かに社会で役に立つ仕事に就きたいという思いで入職いたしました。 

福祉の世界は初めてで右も左もわからない事ばかりですが、施設長をはじめ先輩方の姿勢を見習い、

ご指導いただきながら日々精進してまいります。 

 
そして、関係する皆様にとって少しでも心のオアシスとなれるような事務員を目指し頑張ります。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
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た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 の ご 案 内 

たんぽぽの郷後援会は、横須賀・三浦地区に在住の「自閉症」という障害を伴った人たちが、地

域の一員として自分らしく生活していくために、必要な支援に取り組んでいる【社会福祉法人横

須賀たんぽぽの郷】の活動を支援する事を目的に組織されました。 

 

▼ 年 会 費  個人会員 １口   ３，０００円 

          団体会員 １口  １０，０００円 

たんぽぽの郷後援会にご理解、ご協力くださる方は、下記の郵便為替口座をご利用ください。 

郵 便 為 替 口 座 番 号     ００２４０－９－１７４７４ 

郵便為替口座加入者名     た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 

 

ボランティアさん 募集中 

わたげ・ふぁず・こっとんはうすで、自閉症を伴う方々と一緒に何か活動してみませんか？ 

作業の検品､余暇活動の支援､清掃等 

お手伝いをしていただける方がいましたら､ご連絡ください！！ 

    〈連絡先〉                                                  

わ た げ   電話：０４６－８４４－００３８ （担当：ひがしかわ） 

E－mail： aaq40690@hkg.odn.ne.jp 

ふ ぁ ず   電話：０４６－８５４-５００４  （担当：さかい） 

E－mail： faz2022@themis.ocn.ne.jp 

こっとんはうす  電話：０４６－８５２－８３５５ （担当：すずい） 

        E－mail： tanpoponosato-ch-rg250e@jcom.home.ne.jp 

 

編集後記 〜編集部〜 

6 月上旬、私が生まれ育った東京は台東区鳥越で、３年振り!!!の例大祭が執り行われました。勿論、新

型コロナウイルス対策版です。そもそも、皆で声を掛け合い協力をして執り行うのが“お祭”ですが…そ

れらの行動は、三密を避けて生活をしましょうには、反してしまいます。但、少しずつ、新型コロナウイ

ルスや世界や人間が変化をしていき、“どのようにすれば”と創造をし、新しい生活を作りだしています。

そこで、令和４年度例大祭では、御本社神輿を担ぐのではなく、特注の山車に載せて５０ｍ程ある綱を、

限られた人数で、マスクやシールド、手袋を着用して、隣との間隔を取って、曳くでした!!! 鳥越神社御本

社神輿は、千貫神輿と称し約四ｔあります。２３カ町を７時から２０時まで曳いて渡行。車輪はもつのか

⁉そもそも曳けるの⁉という不安もありましたが、滞りなく執り行えました㊗。３年振りに開催したことで、

昔からの町の人達からは、新しい形式にちょいと戸惑う声。新しい町の人達からは“驚き!!!や喜びの声”

がありました。そして、何より“多くの子供たちをはじめ老若男女みんなの笑顔”が町に戻ったことが、

まだまだ不安もある中で“前を向く一筋の光”となったのではないかと思いました。 

編集部：酒井 

編 集 社会福祉法人 横須賀たんぽぽの郷   〒239-0824 横須賀市西浦賀３－１３－２１ 

TEL:046-844-0038／FAX：046-844-0036 E－mail：aaq40690@hkg.odn.ne.jp 
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